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研究テーマ設定の理由①：社会背景
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研究テーマ設定の理由②：学習指導要領よりⅠ
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研究テーマ設定の理由②：学習指導要領よりⅡ

１年

２年

３年

学習の系統性
の重視



問題の概要 出題の趣旨
正答率
（本県）

正答率
（全国）

差

スピーチの一部を呼びかけたり
問いかけたりする表現に直す

聞き手の興味・関心などを考慮
して、表現を工夫する 73.6 74.7 △１．1

話の進め方のよさを具体的に説
明したものとして適切なものを選
択する

論理の展開などに注意して聞く 62.3 65.1 △2.8

スピーチのどの部分をどのよう
に工夫して話すのかと、そのよう
に話す意図を書く

自分の考えが分かりやすく伝わ
るように表現を工夫して話す 47.2 51.8 △4.6

研究テーマ設定の理由③：令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果【県全体】



研究テーマ設定の理由④：令和2・３年度の研究より

１ スピーチの話題設定の工夫

２ 構成メモの活用と発表の留意点の提示

３ 「聞き手の評価の観点」の明示と精選

４ ＩＣＴ機器の活用



・ スピーチの話題設定の工夫
→ 生徒の主体的な活動

【成果】

・ 聞き手の評価の観点を明示、ＩＣＴの活用
→ 聞き手意識をもった双方向のコミュニ
ケーション

・ 構成メモの活用
→ 構成の練り上げ

研究テーマ設定の理由④：令和2・３年度の研究より



・ 「話すこと・聞くこと」の系統的な到達目標
の構築

【課題】

研究テーマ設定の理由④：令和３年度の研究より

・ 学年に応じた話題の広がり

・ 国語科教員同士での情報共有



研究の視点

視点①
都北地区全体の実態把握

視点②
ＩＣＴの活用と学校間での情報共有

視点③
系統的な到達目標の設定



① 都北地区全体の実態把握
～アンケートの分析を通して～

② 一人一台端末を活用した授業の実践

③ 系統表およびテーマ例の作成と活用

④ 共有ドライブの活用



① 都北地区全体の実態把握
～アンケートの分析を通して～



「話すこと・聞くこと」の活動は好きですか？（全学年）

24%

42%

28%

6%

令和4年９月

好き

どちらかというと

好き

どちらかというと

好きではない

好きではない

30%

41%

24%

5%

令和4年 学年末

好き

どちらかというと

好き

どちらかというと

好きではない

好きではない

研究の実際① 都北地区全体の実態把握



「話すこと・聞くこと」の活動は好きですか？
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研究の実際① 都北地区全体の実態把握

「話すこと・聞くこと」の活動が好きな理由

○ 堂々と意見を述べられるようになりたい
○ 意見を整理して言えるようになりたい
○ 話し合いで、いろいろな意見が出ておもしろい

「話すこと・聞くこと」の活動が好きでない理由

○ 恥ずかしい ○ 失敗したらどうしよう
○ 緊張する



「話すこと・聞くこと」の活動の中で、特に苦手だ
と思うこと（複数回答）
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② 一人一台端末を活用した
授業の実践



② 一人一台端末を活用した授業の実践（研究授業その１） 研究の実際

中学２年「立場を尊重して話し合おう 討論で多角的に検討する」
（Ｒ５．２．１４ 都城市立高城中学校 木下喜史教諭）

① 手書きメモしたワークシートをカメラ
機能で画像にし、発表に生かす。

② 「Jamboard」を用いて、互いの意見や
考えを可視化、共有化する。

デジタルとアナログのベストミックス



研究の実際
「Jamboard」を用いて、互いの意見や考えを可視化、共有化する。



② 一人一台端末を活用した授業の実践（研究授業その２） 研究の実際

Ⅱ 中学２年「魅力的な提案をしよう 資料を示してプレゼンテーションをする」
（Ｒ５．７．４ 都城市立高崎中学校 矢野善隆教諭）

デジタルとアナログのベストミックス

スライドの進行表をもとにして、「プレ
ゼンテーションソフト」を効果的に使っ
て発表する。



研究の実際スライドの進行案をもとにして、「プレゼンテーションソフト」を効果
的に使って発表する。

手書きの進行表

Googleの「スライド」を使用：身近なテーマを設定



研究の実際発表の様子



研究の実際
系統表の記入



③ 系統表およびテーマ例の
作成と活用



研究の実際

③ 系統表およびテーマ例の作成と活用

系統表



研究の実際

③ 系統表およびテーマ例の作成と活用

テーマ例



④ 共有ドライブの活用



研究の実際
④ 共有ドライブの活用

Googleの共有ドライブ
各学年ごとのファイルに実践を挙げる。



研究の実際
④ 共有ドライブの活用

授業の指導案やワークシートを入れる。



研究の成果と今後の課題

○ 共有ドライブの活用→他校の実践を見ることで授業
改善につながった。

【成果】

○ 系統表の活用→見通しをもった学習、指導ができた。

○ 授業研究会→ＩＣＴの活用の仕方、デジタルとアナロ
グのベストミックスについて意見交換できた。

○ アンケート→肯定的な回答が増えた。



○ 共有ドライブの精選・整理、発展的な活用

【課題】

○ 実生活との関連を意識した授業の改善・工夫

研究の成果と今後の課題




